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概要 
新薬開発に要するコストの高騰、上市までの期間の長期化は世界中の製薬業界で解決す

べき喫緊の課題としてとらえられている。そのためには従来の創薬プロセスの見直しが必

要であり、特に候補化合物が開発中止になる事態を避けるための、革新的な候補化合物評

価技術に対する要求が高まっている。この様な背景の元、世界中で注目されているのが生

体模倣システム (Microphysiological System: MPS) である。MPS とは、MEMS (Micro Electro 
Mechanical Systems) 技術を用いて作製された微小な空間において、生体 (in vivo) に近い培養

環境を再構築した in vitro 細胞培養系のことである。本講座では MPS の概要とそれを実現す

るための技術的課題について概説し、関連する製品の開発と行政への受け入れの状況につ

いて世界的動向を紹介する。 
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